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の
幅は
ば
田た

望
さ
ん
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
課
題
に
対

し
て
、
分
野
や
立
場
が
異
な
る
企
業
が
連
携
し
な
が

ら
研
究
に
あ
た
る
こ
と
で
、よ
り
広
い
視
野
か
ら
解
決

の
道
が
開
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
も
船

会
社
、造
船
会
社
、船
用
機
器
メ
ー
カ
ー
と
い
う
領
域

の
異
な
る
三
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

で
国
際
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
点
に
大
き
な
意
義
が

あ
り
、
画
期
的
な
取
り
組
み
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。

こ
の
研
究
で
は
、運
航
船
で
発
生
し
た
リ
ス
ク
の
高

い
事
故
の
分
析
結
果
を
も
と
に
６
つ
の
テ
ー
マ（
上
表

参
照
）を
設
定
し
ま
し
た
。
重
大
事
故
の
40
％
は
こ
れ

ら
の
設
定
し
た
テ
ー
マ
で
削
減
で
き
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
中
で
も
注
目
な
の
は
、「
①
画
像
を
含
む
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
に
よ
る
主
機
シ
リ
ン
ダ
ー
内
状
態
診
断
手

法
の
開
発
」と「
③
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
予
兆
診
断
シ
ス
テ

ム
の
開
発
」の
２
テ
ー
マ
で
す
。

前
者
は「
主
機
」つ
ま
り
船
の
エ
ン
ジ
ン
が
正
常
に
動

い
て
い
る
か
を
、
各
部
位
の
セ
ン
サ
ー
を
通
じ
て
計
測

し
、故
障
の
前
兆
が
発
見
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
対
応
し
て

故
障
を
未
然
に
防
ぐ
研
究
で
す
。

ま
た
、後
者
は「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
＝
停
電
」の
予
兆

を
、さ
ま
ざ
ま
な
計
測
デ
ー
タ
か
ら
検
知
し
ま
す
。
同

機
関
グ
ル
ー
プ
の
田
ノ
上
聖あ

き
らさ
ん
は
、「
船
舶
の
交
通

の
多
い
海
域
で
不
意
に
停
電
が
起
こ
れ
ば
、船
舶
同
士

が
衝
突
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
船
の

機
関
や
電
気
を
止

め
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
航
行
の
安
全
を

考
え
る
上
で
ま
さ
に
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国
内
大
手
造

船
会
社
数
社
の

統
合
で
生
ま
れ
た
、

日
本
を
代
表
す

る
造
船
会
社
の
一

つ
、
ジ
ャ
パ
ン 

マ

リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド 

株
式
会
社
。
同
社
で
は
、
船
の

エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
故
障
や
事
故
を
未
然
に
防
止
し
て

航
海
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
新
し
い
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
はi-Shipping

の
平
成
28

年
度
支
援
対
象
事
業
に
採
択
さ
れ
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
船
舶
機
関
プ
ラ
ン
ト
事
故
防
止
に
よ
る

安
全
性・経
済
性
向
上
手
法
の
開
発
」を
目
的
に
、
同

社
の
顧
客
で
あ
る
船
会
社
や
各
舶
用
機
器
メ
ー
カ
ー

も
加
わ
っ
た
合
計
７
社
の
連
携
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

商
船
事
業
本
部 

基
本
設
計
部
機
関
グ
ル
ー
プ
長

船会社、造船会社、舶用メーカーによる
オールジャパンで安全航行を研究開発
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事  例

最
優
先
・
最
重
要
の
課
題
で
す
」と
語
り
ま
す
。

現
在
は
、
実
船
テ
ス
ト
に
向
け
た
機
器
開
発
な
ど

の
準
備
段
階
で
す
が
、
２
０
１
８
年
度
以
降
ア
ジ
ア
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
ぶ
定
期
航
路
に
実
験
船
が
就
航
し
、

い
よ
い
よ
実
際
の
航
行
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
始
ま
り
ま

す
。「
そ
れ
ら
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
最
終
年
度
の
２
０
２
０
年
度
に
は
、
一
定
の
成
果

を
出
し
て
、シ
ス
テ
ム
改
善
な
ど
の
最
終
段
階
に
入
る

予
定
で
す
」と
語
る
幅
田
さ
ん
。i-Shipping 

の
時
代

に
向
け
た
実
験
船
の
船
出
は
、
も
う
間
近
に
迫
っ
て
い

ま
す
。

船会社

造船会社

舶用機器メーカー

❶画像を含むビッグデータによる主機シリンダ内
状態診断手法の開発

❷補助ボイラ空焚き予兆診断システムの開発
❸ブラックアウト予兆診断システムの開発
❹減速運転下でのプラント最適運用手法の開発
❺データロガー※での高度アラームシステムの開発
❻油清浄機の総合運転監視システムの開発

　　　  ※センサーより計測・収集した各種データを保存する装置。

発生リスクの高い事故分析結果から
設定した6つのテーマ


